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京都大学問強73.ii習林においてiDHf-による株の符生践について考-接するために，光条件の5もなる
隣鎖林低下(林内)と伐探跡地(林外)で綿査を行ない，林内と林外との比1/誌を通じて考器そした。

対象とした低水鶴はナガパモミジイチゴ，コアジサイ・ヤマアジサイ，イヌツゲである。なお林

外ではイヌツゲについての計闘は行なっていない。調斑はJ ~I 年~t:ilf1穿の発信と死亡・損傷の時

期及び数， {Jj1:長生長怒C，羽海経について行なった。結果は以下のようにまとめられた。

当年生隣接の発生日制割についてみると， イヌツゲはナガパモジイチゴ， コアジサイ・ヤマアジ

サイよりも 1カ月以上逝く，そのが顕著であった。ナガパモミジイチブ，コアジサイ・ヤマア

ジザイについては，顧問では 1週間以上の鐙はみられたが，林内と林外とでは発生時期Hこ切1imな
迷いがみられず，光条件の迷いによる jJ~轡はないものと思われた。と ζ ろが死亡11封印ま同額内で

も林外の方が!Y]らかに平かった。しかしこれは光条判tの逃いというよりも上胞の有無によるもの

と思われた。

1株当りの当年生酪芽の発慰数lま，ナガパモミジイチゴ，コアジサイ・ヤマアジザイともに林

外で多かった。問時に死亡率， 1釘{儲添もく，前菜によって効不良く株安再生殺する上で林外は

好適ではないと思われた。

林内・林外ともに当年生駒却の{fl1:民議は，当年以i降の主i!q!iの{i/l長盤よりも多く，ナガパモミジ
イキゴ， コアジサイ・ヤマアジサイで特にその波が大きかった。この ζ とは， とりわけ林内にお

いて，より設い光条件を知期間で獲持するのに有利であるとj芯われた。

現手滋についてはナガパモミジイチゴ， コアジサイ・ヤマアジサイ，イヌツゲのすべて，林内

・林外を関わず守(j也jゴff\:If~帯泣) /R  (地下部現帯探)取が1前後と{認し地下部の貯臓物斑

{こ依評してi出身:を発生させるのに越しているとIDわれた。
以上のことから，低木関にとって林内で萌芽によって株の再生政毎日なうことは林外に比べで

有利であると，思われ，生活恐!のi訴からも適しているものと思われた。

はじめに

冷蹴帯lζ成立する森林では， 奇形成する樹紹は実生によって更新し，下慰金形成すみ樹額
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l ま 1持予の栄誕探知によって:児新ずるものが多いと~~.・われて L、る。日本の冷ilillAWのj捌'1'1林である

ブナ林の制・研犯のうら， J二}封切I~成ずる樹級については，応JIJ的な観点月号も合めで様々なア

プωーチから， 数多くなされている 1-お。しかしながら， 下j悶を形成する低木T11i¥'f> r[:t心とした湖

沼・1iJf兜は少なく， 近年行なわれつつあると ζろである←ω。雨水簡といえども，発生から

し，成長する段階で低水閣と競争関係にめり，競争主主経で残したもののみが上腐を?形成しうる

ことを考・えれば，低水野iについて淵資・研究することは沼袈である。

そこで Iこ先条件lζ五翌日 1ノ，低水車nにとって光条内:が1つの1IiUI浪盟関になっている開館林低下
と，光条件が制限嬰悶となっていない林外線地(伐諜跡地)で灘主主を行ない，問者の比較伝通じ

て， {，成水車道が司yg捺[こより株安JlJ.t:I:i{a，維持してし、く ζ との利点等について検討するためにこの研

究を央施した。

M~査の対象とした成木fi1i 1ま，開設住立習林のiìJlð査f[!\lζ数多く !'t，すし， 求7コi担当tによって株の再生
j択を?百ヲclζfjなっている，ナブfパモミジイチゴ (Rub1(Spalmat1ls Th unb.)，コアジサイ (H1Jdl'同

時nge日 hil'ia(Thunb.) Sieb.) ・ヤマアジサイ (H.macl'oph1Jlla Vill'. acmninιt(t (Sieh. et.完uec.)

Makino) ，イヌツゲ (IleおCl・en品ta'1、hunb.)である。

なお，木研究を進める上で適切な指部， ff)j設をいただきました京都大学設学部森林生態学研究

設の堤利夫教授に探くJ談話、tl、たします。また，淵ヨ誌に際し御協力，相jl援助奇いただきました開研

究窓の時様，ならびに京都大学樹習林の職員の方々に開く鮒滋ぞ悲します。

調査地及び方法

淵3築地は，滋賀県と揃主1:践に隣接する，京都府北諮問，部議UIIIIJ，京都大学J野生棋溜林である。

この演習1林内の第 4 林r~J:において，純資の対象とする低木間の株会選定した。

部i対地のtgl~iは約760m で，土壌担は秩父ï~î!'E府 l乙出来する BD 製ないし， BD-cl m!である。
気象は，調査地から約 4km離れた京都大学]町長演習林事務所(樹il;lj約 360m)での観測によると，

平均年昨水裁は 2，317mm，年平均気温(9 11寺翻踏)は11.OOCである。また，降水は冬J~JIζ多く，

その冬期降水はとして によるものであり， 総資地も1:1本海製気伎の冷iitit柑;に位i援してい
るわ。 1調-11こ19861:ド4月から11月までの101=1c'との降水議;と， 101:1 c'との平均気前，平均l投陥

気むol，平均最低気縦告訴した8)。

総3基地付近の植生は，斜mT上下~Iíではスギ

( CI'1JptomeriιJaponica (IJ. f.) D. Don)が

~催rl:îし， 1'11 ・下 JI~I はアオハダ(1.

lMCI'OpodιMiq.)， イヌツゲ， ツノレシキミ

(Slcimmiιjaponica 1'. ]'e])仰 s(Nakai) 

Hara) ， ササ (Sa8品 sp.)等である。斜mT

1'11 部から ~(;fmT下部へと移るにつれて， J二股1

;g鑑出する樹閣はスギからブナ (Jilag制

crerata Sieb. et. Zucc.) となり， ミズ、ナ

ラ (Qlte1'CU8mongolic品切1'.grossesel'nua 

Rehcl. et Wils.)が混交する。また，斜前

夜li-ド1恨の r[:t， 下Ji'fll;J、クロモジ (Li叫dera

ltmbellala '1'hunb.)， リ日ウブ (Clethra

barbinet・visSieb. et. Zucc.)，コアジサイ
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が挺I:!:i・している O

このような純生の地域において，ナガパモミジイチゴ，コアジサイ・ヤマアジサイ，イヌツゲ

を閉鎖林抱下(以下取に林内という)と 1980fl~1こ符伐した伐採跡地(以1マ.1]11こ林外という)にお

いて，林外のイヌツゲ喜子除いて各々20株ずつ， 計100株安サンプワングした。また， 林外におい

てコアジサイoサンプリングするi燦にコアジサイの株が少なかったため， 20株のうち16株主?ヤマ
アジサイとしたが，後にみるように純測定における数館は互いに近い航や示している。そこでコ

アジサイとヤマアジサイとの極関授はコアジサイとナガパモミジイチゴまたはイヌツゲとの租/1M
よりも I緩めて/J\さいものとしてIrSi，り~&.い， ~立!'ïき:止目、“ドではコアジサイとヤマアジサイ告まと

めてコアジサイ・ヤマアジサイとする O

WM査項目は，当1，1::生i的惑の発生と死亡について11羽田と数， {r!ll乏抵，腕~~の主中1111こ允枯れ，先切

れ， 先{庁れ等の変化がみられた場合はそれらの記録:I3'Ji学;滋純資等である O 現1'ifikWM政以外は

1986年 4月下旬から10月末までのWilこ7'"'-'10E:1ごとに計四IDI行なったo JJ~千戸拭制査は，現 {l:~t)lJj

:5fの発生，イIf1・民が終了した 11月に行なった。また，羽海主iii純資は林F'~でナガパモミジイチゴ， コ

アジサイ，イヌツゲをそれぞれ5株ずつ，林タ十でナガパモミジイチゴぞ 5株， コアジサイ 41法，

ヤマアジサイ 1株主?述、ぴ， ζれら奇|部株について掘り成った後に誕・幹・校・艇の各部分に分け

て行ない，生活と乾認を訳fJ定した。

結果と考察

1)盟年生務当tのブ'6~!:' 兇亡， fL~{拐について

11ζ調査の対象とした株の 1株当りの地上諸数(以下， 1:乱iニ混という場合は当年住i出:!4:を

合まない萌芽起源地上主主のこと奇指す)，及び地上惑の平均謀長告訴す。

1によると，ナガパモミジイチゴとコアジサイ・ヤマアジサイともに，林外の方が1i*~ 

りの池上宝数が多く， とりわけコアジサイ・ヤマアジサイでは務しい。

泣くにぎMI~生務芽の泉積発生数と累積死亡数の:J'ffi移を!な 21ζ訴す。

~l年慰?拘穿の発強ノf ターンについてみると，いくつか特徴的な，，!えがある。まず，林外における

以主主発生数が林内における県総発強数奇大きくと1mっていることと，ナプfパモミジイチゴとコア

1<-1 ;Wo3を対象株のJtlJJニ2吉長と 1t1;r~ りのj治Jニ立さ数

'l'ublc 1 Number of stems per stool und llICall stem lcngth 

務]名
Species llalllC 

地上落必
St君mlel1gth ごと S. D. ((nn) 

1 j朱?おり池上~数
No. of stems per stool ::l:: S. D. (stoolλ) 

林 i勾
Under elosed c品nopy

林外
In opellings 

林!勾 1* 外
Under e!oscd CI¥110py 111 ope11ings 

ナガパモミジイチゴ
Ruous pall:見atus

コアジサイ
IIydra骨gcahirt品

ヤマアジザイ
II. macrophylla百日r.
日cuminata

87.1 ゴニ 30.0 日8，7 50.2 2.7 :七 0.7 3.0 こと 0.9 

55.6 :士一 25.3 50.9 ゴニ 17，4 6，2 ゴェ 4.1 
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区!…2 当年i潟:5fの議1i61発銃数と累積死亡数
Aeeumulative numbel's of母mel'gencesand deaths of c日l'l'entyeal' sprouts 

線鶴発注数(林外〉
Accumulative nU!llber of emel'genees in openings 

然積発生数(閤鎖林鎚下)
Aeeumulative numbel' of cmergenees ulldcl' closed c品IlOpy

累積死亡数(林外)
Acculllllotive Ilumbel' of deaths i丑 openings

累積死亡数(閉鎖林絡下)
Accullulaative Ilumber・ofdeaths日lldel'clos日deanopy 

@一一⑧

⑧---. 
0-0  

。o 
ジサイ・ヤマアジサイは林内・林外においてともに 4J'Jから;間接を発生し始めて 5月いっぱいま

で，少なくとも 6月上旬までには萌芽の発生が終了しているのに対しで，イヌツゲは 6月の下旬

から萌3fを?発生し始めて8月いっぱいまでi!)j致:の発生が続く，という逃いが見られる ζ とである。

林外においてさ当年主主i泊3fの謀樹発生数が多いことは，林外において光条件が良好なことに理由

令求められよう。今回総資を行なった林内の 3低木部のと主育場所における給対照度をI !被度計に

より制定した結架，会館所平均12.2%で，林!々と林外とでは光条件に関しでかなり大きな違いが

あるものと思われる。この光条件に闘する逃いが，波…1に方えしたように 1株当りの地上諜数

でみた株サイズ，あるいは後出のように(畿-6) I 乾焼抵でみた株サイズlζj足映され，それ

が当{f生萌芽の累積発生数の迷いとなって現われたのであろう。これについては後にも述べる。

積による萌芽の発主主持j閣の迷いについては，滞諜低木であるナガモミツイチゴ， コアジサイ・

ヤマアジサイと常総低水のイヌツゲとの，約!じ低水離ではあるが落誕相iか幣縦性かという点での

生活型の逃-いが原閣の 1つであると考えられる。 f日しこの点についてはより広簡にわたる頓につ
!いて調査する必袈があろう。

ぷnζ当年生現芽の死亡ノfターンについてみてみる。謀総発生数とi司織，謀総死亡数についてみ
ても，ナガパモミジチゴ，コアジザイ・ヤマアジサイともに林外で累積死亡数が多く，従って林

外では林内と比較して多践多沌となっている。

死亡開始時期は発生の開始時期とは践なり，林i々と林外で澄がみられ，ナガパモミジイチゴ，

コアジサイ・ヤマアジサイともに約3遡綿から 1カ月それぞれ林内で死亡の開始が避い。また，

林1)3のナガパモミジイチゴと林外のコアジサイ・ヤマアジサイの死亡開始時期はほほえ手しく，開

在uを比較するとコアジサイ・ヤマアジサイの15が死亡開始時期が迷い。



表-2 当年生務~の死亡数及び生残務芽の損傷数

Table 2 Numbe1's of mo1'tality and of damaged livings of cu1'1'ent yea1' sp1'outs 

滋名
Speeies name 

ナガパモミジイチゴ
Rublts palmatus 

コアジサイ
Hydrangea ltiγta 

ヤマアジサイ
H. rnacropltyllaむar.
ac1trni世ata

務~発生数
No. of emergences per 20 stools 

死亡数(%)
Mo1'tality (%) 

林内 林外
U nde1' closed canopy 1致。penings I林?in opem担gs

生残務芽ゅの鎖傷数 (%) 
No. of dalllaged livings (%) 

林内 林外
Unde1' closed canopy 1n openin宮S Y

 

習場Aυ E
 
a
 

内
Ezu 

A
U
 

仰
h
M
A
V
 

41・d
l
t
"
-
a
 
au 
zu 
E
 
U
 

33 10 (30) 24 (50) 7 (30) 15 (63) 48 

10 * 4) 
H7 

* *131 

* 0 ( 0)) 
~3 (27) 

梓 3(38) J 
、もJお(
 
F
b
 

、azaaat
，.SEta-

)

)

 

民
U

0

0

2

3

 

{

(

 

2

A

F

U

 

-

γ

*

 *
 

、，ノnu 
-aA 
，，‘、'SA

 

o ( 0) 

* 4稔の合計
特 16株の合計ー

pe1' 4 stools 
pe1' 16 stools 

表 3 地上慈の株内問転率

Table 3 Tu1'nove1' 1'ate of 8t母lllSwithin a stool 

題名
Species name 

ナガパモミツイチゴ
Rttbus palmatlls 

コアジサイ
Hydrangea hiria 

ヤマアジサイ
H. m桔cropltylla智ar.
ac担1m司ata

イヌツゲ
Ilex crenata 

( 引当り平均生概数
No. of cu1'1'e百tyear su1'-
vivors per 8tool (No.・year-1.8tool-1

一一辛子一両……… 一一蒋…一……守有一一月一一一一一一紘一…芥……一一夜「一再一一…… ;諒一一外 …… 
Unde1' closed canopy 1n openings Ullde1' closed canopy 1n ope耳ings Ullde1' closed canopy In openings 

(一株巡り平均地上茎数)
No. of stellls per sto01 

(駁転率)Turllover rate (yea1')) 

2.7 3.0 1.2 2.5 2.3 1.15 

6.2 

F
D
 -

P吋
V
'aA 

、，
B
E
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t
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I
I
J

(31.0) 

0.75 13.8 20.7 0.45 

(0.5) 

19.6 0.5 39.2 
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まfた三， 制ま査をi司千Jいi
~旨始めた例が多くみられたので死亡数と dゐうわせて筑一 2 Iにζ示すO 住似[lしノ， イヌツゲは損i闘を受け

たり死亡した腕:!;d:がなかったので主主…2から除いてある。

ナガパモミジイチゴ，コアジサイ・ヤマアジサイの発生時期は椋!潤や林内・林外で巡いがほと

んどないのに対い列亡1/告別に種間や林内・林外で迷いがみられる。これは袋一2からわかるよ

うに林外では死亡率，制儲zfdがともに向。く，明部が諸惑を受け錯し館11りでも諸醤の受け7'5に;ill
いがめるためと思われる。また，林外で死亡率， ~民俗率が終iいのは，林冠がお夜しないためにおi

祢!な搬気象が形成会れず，澱墳の搭響7J?3をけ易いためであると思われる。このことは林内は当年

生前3f.にとって保護的伝環境であであるということぞ示しており的認によって;隊必再生産して

いくのに滋[した環境であると:ぎえる。

3 tr.，地上慈の株内IfIliI¥足取を訴す。株1;13回転率は 1株当りの平均地上議数を，減-2の

i出芽の発!:E数から死亡数iJ?01いて株数の20でHiUって得られる 1株主iりの平均生成樹芽数で除して

求めた。なおζこで平均強脱税3f.数と間数の地上諜が1rj:(.予約托することを仮定している。

池上選の株内IfIJil低率は林内でイヌツゲ，コアジサイ，ナガパモミシイチゴのJ艇に低く，林外で

もコアジサイ・ヤマアジサイ，ナブj、パモミジイチゴのj艇に{氏くなっている。林内と林外を比較す

ると，ナガパモミジイチコYまほほ閥じ{品コアジサイ・ヤマアジサイは林外で1株当りの地上議

数が増加しているため，平均投残萌3手数は林外の方が多いにもかかわらず，間il託事は強くなって
し、る。

2) 当JJ~控I的詳のや11長散について

表… '11こ{rp長途中で樹齢~受けなかったずj罫の平・均伸長治 IJ:示し，図-3 にそれら i自身tの伸長

i油彩~i> 悶7Jミする。
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1:1， コアジガイカ;9513，ヤマアジサイが103!:]となり， 林内と林外でのよりも組問での諜の方

が教:しく，ナガパモミジイチゴ， コアジサイ・ヤマアジサイ，イヌツゲ、のJIJtiIζ:;1灯台{市長j割問は:長
しそれぞれ林外で民い。

次{ζ，議… 5Iζ2 {1~1~1 以降の地上遣をの伸長;訟と i出芽の{Iii:箆設を訴す。これは地上主室長から明芽

の{III:民法をiJlいたものである。地上茎長は表…1の髄ぞ用いたが，腕芽の伸長;散は表-4の舶を
舵胤しなかった。これは，袋一 4 1'1=1の碗非の伸長設は損傷~受けた i挺3f冶除いた数値であるため

で，表…5ではJ刷協4E受けた腕芽も合めた伸長f設の{uil:~ mいている。
5によると， f担当iの平均伸長哉の年変動を考慮に入れた上でもなお，~年の fv~j3:fによる{III

と，それ以降の俗年の伸長j設とのj習にかなりの濯があることがわかる。 ζれは談-3の阻Pi民

家主k参考とすると明らかであろう。

コアジサイ・ヤマアジサイのように 1年制で地と議・の 5割以!二の池上高，あるいはナガパモミ

ツイチゴのように地上主に匹敵する地上尚にまで生長し縛るということは非常に:m裂なことであ

るとJJAわれる O なぜならば， r可然主活乱等による林j琶の開放i時を除けば，常に林床にあって林溜閥

の被険下{こ生子守する低水積にとって，池上議が独立採算摺へ移行する 6) 以前lζ親株の貯Ïli~物質lζ

O s M A 
。



{ぷ彩しでより良好な光条件を狼得する ζ と

ができるからである。このことは災住から

の伸長と比べてみた場合も設え， ζれらの

離は央主主による定裁やほとんど行なってい

ないめことの現出の 1つも ζζ に求められ

ると思われる。

的
.
的

間
切
開
山
間
出
向
。
同
阿

武

将

3 )株内の諜， !f作，校，根へのil~燥盟議

翻分主将について

株主?掛り取って諜， jl月I'!"，校， ~.誕の各部分

;ζ分けた後，風燥し，それぞれの 1株当り

の平均髄と， '隊内の各部分への露盤配分率

を求めたものを畿-61ζ治す。

株会体の乾燥設議1e林内と林外で比較す

ると，ナガノ¥'1ラミジイチゴ，コアジサイ・

ヤマアジサイともに林外で大きな髄を示し，

各部分ごとにみた場合も林外の万が大きな

{庇冶訴している。

配分事についてみると，コアジサイ・ヤ

マアジサイは林内と林外であまり巡いはな

いが， ナガパモミジイチコ慢では林i々と林外

で巡いがみられ，林内と比べると林外では

誕への援致問分率が約159百分低く，その分

校への翠f整担分率が約14%分高くなってい

る。

次に，各部分閣の関認をC (ジl~先合成器

官説者評議)/F (光合成器現謀議)比と守

地上部現害致)/I~(地下部現襟盤)継で示

した(認 4)。

|意1-4によると，ナガパモミジイチゴ，
コアジサイ共にC/F比は林p'1のものより

も林外のものの万が大き必鍛&訴し，林内

・林外で績に迷いがみられるが， 切/氏本

は林内・林外でほとんど迷いがみられない。

。/F比が大きい ζとは，剰余光合成産
物を大きく保つのは不利である10)。にもか

かわらず，林外では1株主当りの各部分の乾

燥窓裁が大きく 1株当りのf関誌の発生数

も多いことから，林外では林内よりも少な

い光合成器官で非光合成器留を維持する ζ

とが可能であると考えられ， 512腎ずるj二で

林外の方が椴対的に有利であることを示す。
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炎-6 1 株当りの邸宅手滋と配分単

rrable 6 Biomass pc1' stooI品l1dits aIlocatiol1 l'品te

続名
Species name 

除当りの現芸評;後と加分考、{
Biomass pe1' stooI(g) al1d its aIloc乱tiol1rate 

~校幹線計
Lcavcs (%) Twigs (%) Stems (%) Roots (%) Total (%) 

ナガパモミジイチゴ林内 Ul1de1'closed 9.68(28.9) 1.93( 5.8) 7.44(22.2) 14.40(43.1) 33.45(100.0) 
R叫OU8palmat叫8 C乱nopy

本{:外 111openil1gs 22.02(15.4) 6.78( 4.7) 53.68(37.5) 60.59(42.4) 143.07(100.0) 

コアジサイ 林内 Underclosed 6.72( 9.1) 7.50(10.2) 9.49(12.8) 50.11(67.9) 73.82(100.0) 
Hyd1'angea hil'ia canopy 

林外 1l1openings*15.35(6.4) 29.99(12.6) 44.4608.7) 148.49(62.3) 238.29(100.0) 

イヌツゲ 林内 Undcl'closed40.24( 8.7) 45.48( 9.8) 145.41(31.5) 231.67(50.1) 462.80(100.0) 
Ilex crcn出la canopy 

*コアジサイ 4事kとヤマアジサイ i株の平均総
meal1 val祖母sof 4 stools or H. hirta al1d 1 stooI of H. macrophylla世ω'.acuminat品

2 

。
番勤

4
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・
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d噌』
g
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圏
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ぬ

。 5 10 15 

C/Fratio 

i泌-4 C/F比と T/R率の林外と都銀林経下での逃い
.Differcnces of C/F ratio品lldT/R ratio betwecll ill opcllillgS alld ul1der closed callopy 

O コアジサイ(林外)
(ヤマアジサイの総もf奇心)
Hyd1・6叫geahirt品 il1Opel1illgs 
(illCludcs H. macrophyll品世ar.acc似ninal品)

@ コアジサイ CliJjØJ1íiν~1区下)
Iiydr品n，ge晶 hiγtaullder closcd callopy 

ム ナガパモミジイチゴ(林外〉
Bubus palmatus ill opellillgs 
A ナガパモミジイチゴ(閉鎖林j道下)
Bubu8 palmatus under eloses eallopy 

欝 イヌツゲ(閉鎖林続下〉

llex crenata ullder closed cal10py 
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これは，誕百首線路等も助祭しなければならえ主いが，林外では光条件が良好なことにより，光合成

fiちXy，{がj二がるなどの1盟胞に誌づくものとj出われる。
存在閲で鈎に迷いはあるものの'1'及本の万は林内と林外とでほとん く 1前後とえ(

っていろ。泊:迎， ある程度の大きさ した ï~併により成る樹木前潜では T/B.取は 3'"'-4 10)と

なることを考えれば， 今問調査した保木綴8穂の般は小さいものといえる。 このような小さな

'1' /l~取はササについても報告されており，サザーの場合も j照度によって'l'/B.率がほとんど変化

しないこと仏12)から，地下部の貯版物質lこ依絡しで地上部をf厚生践する極は一般に小主いT/B.

本を持ち，その{試は光条件によってほとんどi密機ぞ受けなく，地下部偏在部 (root-biased)のシ

ステム構造13)であるとJ惑われる。

前節までの結果も含め，林外との比較 1J:通して低木が林内において羽3fによって株~再生産し

ていくことについてまとめてみる。

今間話j査した低水躍は， T/m釈が林内・林外ともに低く， i出芽による株のTJ'j.a訟に適してい
る。また，実生からの生;箆や毎年の主ilIll!伸長等Ir.比べて， i持3fは親株の地下部の貯蔵物質に{依花ー

して急濯に控:隠するために，初期に限れば被除の路劉IIi:受けず，閉鎖林溜下;ζ主主脊ずる積にとっ

て有効な荷主主腹手段である。

以上は生活H~の.とから，低*額が羽曳iによって株主?:再生産することの利点主主示すものであるが，

林内と林外との比較をすると，林外では上述の 2つの利点のうち後者が失われるよに， iUJ穿の 1

1朱当りの発生数は林内よりも多いものの，死亡率・損!儲撃がi蒔く，…生長期の談、lこ生磁するlifi兆

数では林内とそれ恕変わらない。これは C/F上~が林外で大きい ζ とも考えると，剰余先合Jl足蹴

物の利用が効率的に行なわれにくいと思われる。従って林外では光条件が良好なことで剰余光合

成臆物の非効率的な利用長者nつてはいるが，林内l乙比べて相対的に， f関芽による株の再生産は過
していないと総われる。一方，林内では萌3fによる株の得生産は主主綿製のJ二からも剰余光合成建

物の効端的な利用のよからも過しているといえる。
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Resume 

~'O cvaluatc thc l'cproductiol1 by spl'outil1g， cmcrgel1ce， 1ll01't乱lit，vand elo11l.ration p乱ttCl'llS

of CUl'rellt yeal' sprouts allc1 biomass of stools for ul1del'stol'y shl'ub speeies (l?tob'1I，s pal円w勝

ttiS， IIydtaηgca hitta. H. mac7'ophylla叩 l'.岳ouminala，Ilcx c1'enata) were invcstigated in two 
c1iffe1'cnt light cOl1ditions that ul1del' closec1 canopy and ill opclling's (1. c/'e首atιonlyundcl'・

closed canopy) in Kyoto Ulliv母rsityFo1'est in Ashiu. 

U nc1er closec1 canopy， R. palmahls品nc1II. hitt品 sp1'outec1almost at the sam日 perioc1， and 

I. C7'llnata Spl'outcd mo1'C than onc month latel' aftel' that. It secm告dthat light conditions 

made 110 diffcl'cncc to thc bcginning ti1l1cS 01' e1l1Cl'g'cl1cc 1'01' R. palmatns and H. hi1・ta，・II.

mac1'ophylla世ω¥aCli咋tinatabccause these timcs we1'e similal' to each othc1' bCtWCCl1 sit邑S1'01' 

tho 8ame spocics. As agail1st thc bogil1ning' timo 01' C1l1crg'cncc， tho beginniぉg'ti1l1e 01' 1110ト

tality differed betweel1 sites. Il1 openings it was earliel'， anc1 11101・talityand dm混乱8・edl'乱te

were highcl' than under 巴losedcal1npy. The自ediffel'cnc申告 between sites were 110t 乱ttribut巴d

to different light COl1clitions but whethcr cal10py existed 01' not. CU110py protect邑clspr‘out日

from damag-es. 

Elong'atio11 gl'owth 01' sprouts il1 CUl'l'cnt yeal' 1'01・a11species in both sites wel'e lage1' 

than clol1g-ution growth 01' stCl1lS， It seemccl aclvantag-cous 1'01' Spl'outs to obtuill bcttel' 

light cOl1ditiolls in shol't periocl. 

All species had a low '1' (abovc g-l'ound biomuss) /R (unclel' grouncl biol11ass) ratio (aboutl) 

unclel' closecl cal10py al1d in openings. ~L'he low T /R l'atio secms impol'tan t to l'cpl'od uce 

stools by Spl'OU ting using' l'esoUl'・cesin l'oots. 

111 this stucly， 1・eprocluctionby spl'outing is c1'feetive l'epl'oc1uetiol1 strateg-y to be suitcd 

fOI・thelife 1'OI'I11S 01' unclcl'stol'j' shrub spccies. 




